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バリ島の宗教
狭い海峡を隔ててジャワ島の東に, 面積が
5561km２ の小さな島がある (四国の三分の一)｡
それはバリ島 (bali) であり, サンスクリット
文化が現在もわずかに痕跡を留めている｡
クロム (Nicolaas Johannes Krom 1883-1945)１)
によると, ここで発見された最古のサンスクリ
ット碑文は, 年代が記載されていないが, 字形
から見て８世紀のものと言われ２), 年代が確実
な最古の碑文は882年のものである３)｡
サンスクリット文化の本拠地であるインドで
も, やがてバリ島の存在が知られるようになっ
た｡ サンスクリット文献 『マンジュシュリー・
ムーラカルパ』 (	
	)４) には, ヤ
147
*本学文学部
1) クロムは1883年に南オランダのセルトーヘンボ
ス (’s-Hertogenbosch) で生まれた｡ 父親は国立
公文書館の館長であった｡ 1901年にレイデン大学
の法学部に入学したが，一年目はもっぱらギリシ
ャ/ラテン文学の演習に出ていた｡ こうして古典
文献学を専攻するようになり，やがては考古学も
併せて勉強した｡ ローマ時代のゲルマン民族につ
いて文献と遺物の両面から研究して，1908年にレ
イデン大学から学位を取得した｡ この際に身につ
けた手法は，後に古代ジャワ/バリの研究を進め
る上で大いに役だった｡
その後もレイデンに留まって，サンスクリット
と古代ジャワ語を同時に学び始めた｡ ギリシャ語
とラテン語がよくできたので，サンスクリットの
進歩は早く，この時に教えてくれたのは，75歳を
越えたケルン (Hendrick Kern) であった｡ 事故
の後遺症に苦しみながらも，高齢の碩学は熱心に
教えた｡ こうして，古代ジャワ研究への道が若い
クロムに開けてきた｡
その頃，オランダ領東インドの政府は ｢考古学
委員会｣ (Oudheidkundige Commissie) の新しい
委員長を探していた｡ ブランデス (Jan L. A.
Brandes 1857-1905) の死後，補充されないまま
になっていたのである｡ 1910年にクロムは選ばれ
てこの職に付き，ジャワへ赴任することになった｡
サンスクリットと古代ジャワ語を習んだクロム
は，ジャワに残る古い碑文を主要課題として採り
上げ，直ちに研究を開始して次々と解読の成果を
上げていった｡ 1913年に ｢考古学委員会｣ はオラ
ンダ領東インド考古局に改組されたが，局長とな
バリ島に伝わるサンスクリット文献
呪文として用いられる異文化のテキスト
(１)
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ったクロムは遺跡遺物の管理に力を尽くし， ｢ジ
ャワに与えたインド文化の影響｣ を課題として研
究を深めていった｡
1910年以来の古代ジャワ研究が高く評価されて，
1918年にはレイデン大学の東インド古代史/考古
学講座の教授に就任して, 古代ジャワの文化に見
られるインドの文化についてさらに研究を進めた
(L’art javanais dans les de Holande et de
Java, Paris, 1926; Hindoe-Javaansche Geschiedenis,
’s-Gravenhage, 1926; Het Karmawibhangga op
Borobudur, Amsterdam, 1933)｡
2) N. J. Krom,, “Het Hindoe-Tijdperk,” Geschiedenis
van Nederlandsch 1, Amsterdam, 1938, p.
189.
3) loc. cit.
4) インド文献 『マンジュシュリー・ムーラカルパ』
(	
	) は仏教文献であり, 密教の儀
式の執行方法を説明するほかに, 百科事典のよう
に多くの事実を網羅している｡ ブッダを目指して
頑張る人々 (bodhisattva) や神の言葉を人間に伝
える人々 (r
・
s
・
i) や統治する人々 (	) の名前が
数多く記載され, 地誌や言語にも記述が及ぶ｡
なお, なぜだかクロムの有吉厳訳ではこの文献
が ｢天文学書｣ となっているが (『インドネシア
古代史』, 天理, 1985, pp. 10, 145), そのような
記述は1938年版のクロムの文章には見い出せない
(pp. 121-122)｡ いずれにしても, これは間違い
である｡ 『マンジュシュリー・ムーラカルパ』 に
占星術 (astrologie) への言及はあるが, 天文学
(astronomie) の記述はない｡ まして, これは天文
学の専門書などではない｡
研究ノート
ヴァ”(yava) と呼ばれる島への言及に並んで,
バリ”(bali) と呼ばれる島への言及が見られ
る5)｡ その中国語訳 『大方廣菩薩藏文殊師利根
本儀軌經』 の成立年代から考えて, この文献は
少なくとも10世紀末以前に成立していたと考え
られる６)｡
バリ島は古くから独自の文化を発展させてき
た｡ ヤシの葉を材料にした写本 (lontar) でバ
リ島に伝わる最も古いのは, 古代ジャワ語では
なく古代バリ語で書かれている｡ 古代ジャワ語
が用いられるようになったのはもっと後のこと
で, ジャワの影響が強まるようになってからで
ある７)｡
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多くの場合は ｢ヒンドゥイズムを信奉する人｣ を
指す (cf.“外道婆羅門”)｡ そうすると，天息災
の“裸形外道”は ｢裸の姿をした人々[の島]｣
(ニコバル) と ｢ヒンドゥイズムを信奉する人々
[の島]｣ (バリ) を指すことになる｡
6) 『マンジュシュリー・ムーラカルパ』 は, 980年
から1001年の間に天息災が中国語に訳している
(『大方廣菩薩藏文殊師利根本儀軌經』, 『大正新脩
大藏經』 20, pp. 835-904)｡ したがって, この文
献の年代下限は980年ということになる｡
サンスクリット本41章に相当する部分は, 746
年から771年の間に不空が中国語に翻訳している
(『文殊師利菩薩根本大教王經金翅鳥王品』, 『大正
新脩大藏經』 21, pp. 325-329)｡ ガルダ鳥 (garud
・
a/
金翅鳥) が世に広めたという呪文は, 日常生活の
あらゆる場面で効果があるという｡ ここで扱われ
ている呪文は, 出家者用ではなく一般人用であり,
他の個所と比べてかなり際立った特徴がある｡
もともと独立文献であったのが 『マンジュシュ
リー・ムーラカルパ』 の成立時に取り込まれたの
か｡ または, すでに成立していた 『マンジュシュ
リー・ムーラカルパ』 から１章だけを抜き取って
訳したのか｡ この問題を解決するためには, 三つ
の文献を詳細に比較しなければならない｡ その結
果によっては, 『マンジュシュリー・ムーラカル
パ』 の成立年代を200年以上引き上げる可能性も
出てくるかも知れない｡
不空訳の成立年代 (746-771) などを考慮して,
本がインドから中国に届くのに少なくとも50年は
かかると見込んだ上で, レヴィはサンスクリット
本の年代を７世紀に溯らせようとする (op.
cit., p. x)｡ それにしても, サンスクリット本を
扱う際の鋭敏さに似合わず, 中国語文献に言及す
る際のレヴィはいささか軽率である｡ 天息災訳と
不空訳の関係を明らかにするには, テキスト全体
を綿密に比較する必要がある｡ それに, 不空が訳
したのはサンスクリット本第41章に当たる部分で
あり, bali への言及が見られるのは第２章である｡
7) 11世紀の初頭以降, ジャワの影響が次第に強く
なっていったが, 1334 年にはマジャパヒト王国
(majapahit) に征服され, その属領となって島全
5) 	
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2, ed. T. Ganapati Sastri,
Trivandrum Sanskrit Series 76, Trivandrum, 1922, p.
332, ll. 11-12.
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この世に存在する言語を網羅する個所の一部で
あるが, 各所に散らばる女性形形容詞は女性名詞


 (言語) を修飾する｡ ここに挙げられる四
つの島の名前のうち, 

・


 はサンスクリッ
トではない｡ “nagna” と “bali” と “yava” がサン
スクリットであるとすれば, 意味はそれぞれ ｢裸
の[人]｣, ｢供物｣, ｢麦｣ である｡
レヴィによると, 

・


 はバロス (baros)
すなわちスマトラ島西岸を指し, “nagna” (裸の
[人々の島]) はニコバル諸島を指すという (
“!-Aryan et -Dravidien dans l’Inde,” Journal
Asiatique, 1923, pp. 38-39)｡
『南海寄歸内法傳』 で義浄の挙げる“婆魯師”
["
・
#] (『大正新脩大藏經』 54, p. 205, b.13
割注) は, ケルン (Hendrick Kern) が “baros”
(スマトラの西海岸) に同定して (Verspreide
Geschriften 5, p. 216), その後はこれが定説とな
っているが, これに 

・


 を比定すること
も通説化しているようである｡


・


 の “ka” が接尾辞であるとすれば,
義浄の“婆魯師”[bu"
・
#] は本体 

・

 
と最終母音が一致していない (#$
)｡ 沙”
[%&"・

'
] と表記する 『大方廣菩薩藏文殊師
利根本儀軌經』 の方が 

・

 をより正確に写
していることになる (『大正新脩大藏經』 ()p.
899, b: 沙州 裸形外道 及海中舎婆國)｡
そうすると, スマトラの島”に続いて“裸の
人々[の島]”と“バリ[の島]”が併置され, これ
に“ジャワの島”が加えられていることになろう
(

・



nagna[
]bali[
]	


)｡
裸の人々[の島] がスマトラ北西())キロに位置
する大ニコバルであるとすれば確かに一続きの
島々に言及していることになろうがそうすると
島々の順序については情報が欠けていたことにな
ろうか (スマトラ→ニコバル→バリ→ジャワ)｡
天息災は 


 を“裸形外道”と訳して
いる｡ 前半の“裸形”は義浄の『大唐西域求法高
僧傳』で“裸人國”と言われていて (『大正新脩
大藏經』 51, p. 8, a.2)，特定の場所を指して使わ
れている｡ 後半の“外道”はサンスクリット文献
の中国語訳で 
 に当てられる語であり，
｢仏教以外の宗教を信奉する人｣ を意味するが，
10世紀末にはインド叙事詩 『マハーバーラタ』
() が古代ジャワ語に翻訳されて８),
その一部がバリ島だけに残されている｡ ケルン
(Hendrick Kern 1833-1917)９) がこれに関心を
寄せ, 1873年に研究ノートを発表している10)｡
オランダ領東インドの諸言語を研究していたト
ゥーク (Herman Neubronner van der Tuuk
1824-1994)11) に勧められて, 数年前から古代ジ
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体が政治的に統一された｡ しかしながら, 15世
紀になってマジャパヒト王国がイスラムの圧迫を
受けて衰退すると, 次第に独立を回復していった｡
バリ島東南部に本拠を置いて，ゲルゲル王国
(gelgel) は, すでに15世紀の初めからマジャパヒ
トの宗主権のもとに島を統治していたが, 16世紀
の初めにマジャパヒトが滅びると, 東ジャワとロ
ンボク (Lombok) にも支配を拡大した｡ インド
のカースト制度から着想を得て, バリ島に特異な
社会制度が整備されたのはこの時代であった｡
前時代と同じように, 地元の神々や先祖, さら
には豊饒の神に呼びかける場所として, バリ島の
寺院は機能し続けた (B. W. Andaya & Y. Ishii,
“Religious Developments in Southeast Asia, c.
1500-1800,” The Cambridge History of Southeast
Asia 1, Cambridge, 1992, p. 526)｡
8) 古代ジャワ語の散文で 『マハーバーラタ』 を翻
案させたのは, 10世紀末に東ジャワを支配してい
たカディリ王国 (kad
・
iri) のダルマヴァンシャ王
(	
・

) であった｡ 翻案された三つの巻
(		
・
	
・
	) の写本の
うち, ヴィラータ・パルヴァンの写本には, この
王の名前と996年に相当する年代が見られる｡ 古
代ジャワ語の散文文献としては, 明確な年代の知
られる最古のものである｡
G. P. Phalgunadi (trans.), The Indonesian 
, Virataparva, Delhi, 1992; Udyogaparva,
1994; Bhismaparva, 1995; Asramavasaparva/Mosa-
laparva/Prasthanikaparva/Svargarohanaparva, 1997.
9) 父親が軍人として赴任していたジャワで, ケル
ンは1833年に生まれた｡ ７歳でオランダへ送られ,
1855年にレイデン大学を卒業すると, ベルリンへ
行ってウェーバー (Albrecht Weber) に就いてサ
ンスクリットを学んだ｡ ２年後にオランダへ帰っ
て高校でギリシャ語を教えていたが, その間に
『シャクンタラー』 (
) を翻訳して好評を
博した｡
ウェーバーに勧められて 『ブリハット・サンヒ
ター』 (
・

・
) の校訂に専念しようと決心
して職を辞し, インディア・オフィス図書館の写
本を使うために1862年にロンドンへ行った｡ 翌年
にはベナーレスへ行って作業を完成させ, 1864年
にベンガル・アジア協会 (Asiatic Society of
Bengal) から校訂本を出した (Bibliotheca Indica
48)｡ さらに, このテキストの翻訳を出している
(Journal of the Royal Asiatic Society 4-7, 1870-1875)｡
1865年にサンスクリットの講座がレイデン大学
に新設され, ケルンは初代教授に選ばれた｡ パー
リ研究を通じて仏教への関心が深まり, その頃に
執筆した 『インド仏教史』 (Geschiedenis van het
Buddhisme in Indie, Haarlem, 1882) は, 直ちにヤ
コビ (Hermann Jacobi) が翻訳して (Der Buddhis-
mus und seine Geschichte in Indien, Leipzig, 1882-
1884), 世界の学界で高い評価を受けた｡ また,
『サッダルマプンダリーカ』 (
・

・

/法華經) を訳し (London, 1884), 南条文雄
と協力して校訂本を出した (St.  !
"#"$)｡ そして, 『ジャータカ・マーラー』 (%
) の校訂もしている (Cambridge, Mass.,
1890)｡
1903年にケルンはレイデン大学を退職し, サン
スクリット講座の後を継いだのは, 弟子のスペイ
ヤー (J. S. Speiyer) であった (Sanskrit Syntax,
1886; &'()*+,1909)｡
10) H. Kern, “Zang XV van het -.in
Kawi,” Verspreide Geschriften IV, pp. 67-189.
『バーラタ族の戦い』 (.) は, 『マ
ハーバーラタ』 そのものの翻訳ではなく, このイ
ンド大叙事詩が古代ジャワ語で翻案された後で作
られたものである｡ 12世紀のカディリ国王ジャヤ
バヤ王 (jayabhaya) の命令によって, 1157年に
書き始められた｡ 『マハーバーラタ』 の結末とも
いうべき18日間の戦闘が描かれている｡
11) 当時オランダ領であったマラッカ (Malacca)
で，トゥークは1824年に生まれた｡ 幼い頃はジ
ャワのスラバヤ (Surabaya) で過ごし，12歳の時
に教育を受けるためにオランダに送られた｡ 北オ
ランダのフェーンダム (Veendam) で高校を終え，
父の希望に添って法律の勉強をしていたが，その
うちにレイデンへ行って，何を思ったのかサンス
クリットとアラビア語を学び始めた｡ やがて，そ
こで付いた先生に推薦されてオランダ聖書協会
(Bijbelgenootschap) の研究職員となり，オラン
ダ領東インドの諸言語を研究することになった｡
レイデン大学に赴任して間もないケルンと知り合
ったのはちょうどその頃であった｡
1868年に聖書協会の代表としてオランダ領東
インドに赴任し，1870年にはバリ島に住み着い
た｡ この間に聖書協会を辞め，東インド政府の公
務員として研究に従事した｡ こうして，1984年
に死ぬまでトゥークはバリ島に留まり，全てを打
ち込んで古代ジャワ/バリ語の研究に熱中した｡
生涯にわたる研究の集成ともいうべきは, 大版
４冊から成る古代ジャワ /バリ語辞典である
(Kawi-Balineesch-Nederlandisch Woordenboek, Bata-
via, 1897-1912)｡ 古代ジャワ語と古代バリ語につ
いて膨大な資料と知識が蓄積されたは, この ｢常
軌を逸した天才｣ のお陰である｡
ャワ語の研究を始めていたのである12)｡
バリ島はもともとジャワ文化の一方的な影響
下にあったわけではなく, 見たところインド色
の豊かな文化を独自に育んでいた｡ さらに, 16
世紀初頭にジャワがイスラムに征服されると13）,
インド伝来の文化遺産を携えて多くの人々がバ
リ島に逃げて来た｡ そして, 他の島々がすべて
イスラム化した後も, バリ島だけはインドから
伝わった儀礼を守り続けた｡
バリ島には“プダンダ”(

)14）と呼ば
れる呪術伝統の継承者がいて,朝夕にインド風
の儀式を欠かさず, サンスクリットでマントラ
(mantra) を口ずさみ, 神々に向かってサンス
クリットの讃歌を唱える｡ もっとも, 朗読し書
き写すサンスクリット文をバリ島のプダンダた
ちは一語も理解できないし, この世にインドと
いう国があるということにさえ関心がない｡
バリ島でインド風儀式の担い手であるプダン
ダは, 職業的訓練を受けていて, サンスクリッ
ト文を朗読し書写することができ, 儀式や祭事
の詳細に通じ, 不浄の食い物を口にしない｡ 毎
朝行う礼拝 (	) によって神聖化した水を売
って生計を立てている｡ バリ島の人々の間で,
この水はバリ語で“トヤ・ティルタ”(toya
tirta ＜ 


) と呼ばれる15）｡ ｢神聖な水｣
という意味である｡ 水面にシワを呼び出して水
を神聖化する能力を備えているのはプダンダだ
けである｡ バリ島の社会でプダンダが果たす最
大の機能は ｢神聖な水｣ の生産であり, これは
あらゆる宗教行事で欠かせない｡
バリ島にサンスクリットが残っているといっ
ても, 今は言語として機能しているわけではな
い｡ インドから伝わった言語文化の伝承は断絶
して久しく, サンスクリット文献は音声呪術の
材料として利用され, 超越的存在をコントロー
ルするめに朗読されているにすぎない｡ 現代の
プダンダたちにとって, サンスクリット文は超
自然力を宿す音声連続にすぎず, 意味を伝える
記号の集合ではない｡
バリ島の至る所にはびこっているのは, 善玉
のデワ (dewa ＜ deva) と悪玉のブタ (buta ＜

)) である｡ フリーデリッヒ (R. Friede-
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“Balische priesterwijding,” Koloniaal Tijdschrift 17,
1928, p. 481)｡
15) A. J. D. Campbell,, the Ritual Handposes of
the Buddha and the Shiva Priests of Bali, London,
1925, p. 29.
16) サンスクリットで “
” という語は, もとも
と ｢存在するもの｣ を意味するが, 人間にとって
危険な存在も指すようになった｡ インドのブータ
は不慮の死に遭遇してむごたらしく果てた者の魂
であり, 握り飯と水を供えてもらっていない｡ 夜
間に徘徊する危険な存在であり, 人間に対して，
特に遺族に対して危害をもたらし, 木や水を毒で
12) レイデン大学のサンスクリットの講座に就任し
たケルンは, トゥークに会って古代ジャワ語と古
代バリ語について聞かされ, 大いに興味を掻き立
てられて直ちに研究を始めた｡ そして1873年以降
になると, この分野でも多くの論文を発表するよ
うになった｡
インド大叙事詩の古代ジャワ語訳に取り組んで
いたが, 14世紀ジャワの年代記 『ナーガラ・クリ
ターガマ』 (
・

) が発見されると,
直ちにその重要性を見抜き, 熱心に研究を進めて
校訂と翻訳を完成した｡ 以後はインド文献学とジ
ャワ文献学の両分野で大きな貢献をすることにな
った｡
1903年に70歳で退職したが, その直後に事故に
遭った｡ 深刻な後遺症に苦しむことになったが,
1917年に84歳で死ぬまで, めげることなく研究を
続けた｡ あちこちに発表された論文を集めて刊行
する計画が立てられたが, 生存中に出たのは６巻
だけで, 17巻がすべて出揃ったのは死後20年後の
1936年であった (Verspreide Geschriften, ’s-Graven-
hage, 1913-1936)｡
多方面にわたるケルンの優れた業績を記念して,
インドとインドネシアの文化の研究を促進するた
めに, 1925年にケルン研究所 (Kern Instituut)
がレイデンに設立され, 若い頃にケルンからサン
スクリットを学んだインド考古学の専門家フォー
ヘル (Jean P. Vogel 1871-1958) が初代所長に就
任した｡
13) ジャワの歴史を通じて最大最強の王国マジャパ
ヒトは, 13世紀末に興って14世紀後半に最盛期を
迎えた｡ インド風文化が大いに栄え, 東ジャワと
バリ島を支配して, 島外にも勢力を伸ばした｡ と
ころが, 15世紀になると急速に衰弱していき, 世
紀末には王都マジャパヒトを離れざるをえなくな
った｡ 16世紀初頭になると, 中部ジャワに興った
イスラム王国ドゥマック (

) によって滅ぼ
され, 名実ともに姿を消すことになった｡
14) バリ島のプダンダの職能は世襲であり, プダン
ダの第一夫人の長男がプダンダになって, 早くか
ら文字を覚えて宗教的な書物を読む訓練が課せら
れ, 生活を律する多くの規則を学ぶ (V. E. Korn,
rich)17) によると, ブタは埋葬地や不潔な場所に
しきりに出没して, 供物をないがしろにしてい
る家があると, 夜の間に押し入る｡ 名前の付い
ているのがいくつかいて,“ブタ・ウィリス”
(buta wilis) とか“ブタ・ラウェハン”(buta
lawehan)とか呼ばれ , ｢犬の頭をしたブタ｣
(buta hulu asu) や ｢牛の頭をしたブタ｣ (buta
hulu lembu) もいる18)｡ 誠にバリ島というのは
魑魅魍魎が我がもの顔にのさばる所である｡
バリ島の人々にとってブタよりももっと身近
なのは“レヤク”() と呼ばれている化け
物である｡ これは人間であり, 特殊な呪文を知
っていてて, それを使って自分の姿を自由に変
えることができ, 姿を消して光だけを残すこと
もある｡ このため, 蛍はレヤクであると言われ
ることがある｡ 死体を常食とし, 墓場や死体置
き場に徘徊する｡ また, 眠っている人の内臓を
取り出して命を奪う19)｡
バリ島社会でのプダンダの役割から見て, サ
ンスクリット文献が理解されなくなったのは当
然の成り行きであった｡ バリ島の人々が住んで
いるのは, 善い神デワと悪い神ブタが跋扈する
世界であり, プダンダに期待されているのは,
このような超自然的存在の活動を人間の都合に
合わせてコントロールすることである20)｡
バリの人々が脅えるのはいつも災いをもたら
すブタであり, 目に見えない邪悪な存在との絶
え間ない闘いで, 人々はプダンダの強力な助太
刀を当てにしている21)｡ 呪術効果を狙ってサン
スクリットの讃歌を唱えるのも, そのために欠
かせない技術の一つである｡ そうすると, サン
スクリットの文章は呪文として機能すればよい
のであって, その内容を人間が理解する必要は
ない｡ バリ島はインド文化圏とは異質な世界で
ある｡
Ａ2
レヴィの文献収集
サンスクリット文化が栄えていた時代からバ
リ島に伝わる文献は, 今でも実際に使われてい
る｡ インドで本を作る際には. 化学処理をほど
こしたオウギヤシ () の葉に固い筆記具で
文字を書き込み, 神聖さを付加するために煤を
牛の尿に溶かして作ったインクを塗り, 中央に
穴を空けて紐を通す｡ この技術がジャワ島やバ
リ島にも伝わった｡ ただし, オウギヤシが入手
できないからか, 屋根を葺くのに使うニッパヤ
シの葉を材料にする｡
サンスクリット研究者として令名の高かった
シルヴァン・レヴィ(	
	
1863-1935)22)
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20) Cambell, op. cit., loc. cit.
21) Hooykaas, Religion in Bali, Leiden, 1973, pp. 8-
9.
22) レヴィは1863年にパリに生まれ, ヴェーダ研究
で一世を画したベルゲーニュ (Abel Bergaigne
1838-1889) にサンスクリットを学び, 卒業論文
でインドの説話を扱って1883年に大学の課程を終
えた｡ ３年後には助教授となったが, 1889年にベ
ルゲーニュがスイスで事故に遭って死に, その後
を承けて急に教授になった｡ 1990年に出た 『イン
ドの演劇』 (Le indien) では, 緻密なテキ
スト研究に基づいてインド演劇論 (
・
)
の全貌を初めて明らかにし, ウィンディッシュ
(Ernst Windisch) のインド演劇ギリシャ起源説
を退けることに成功した｡
1892 年からは古典叙事詩 『ブッダの生涯』
汚染する｡ 血に飢えたブータは軍隊に付いて戦場
へ行く｡
17) バリ島の古い文化についての体系的な学術研究
は, ドイツ人サンスクリット研究者フリーデリッ
ヒに始まる｡ ボン (Bonn) でラッセン (Christian
Lassen 1800-1876) からサンスクリットを学び，
オランダ学術協会 (Bataviaasch Genootschap) の
図書館に勤務していた1846年に, 調査のためバリ
島に派遣された｡
オランダ人商人たちは協力的でなかったし, プ
ダンダたちからは疑い深い眼を向けられ, フリー
デリッヒの調査は困難を極めた｡ それにもかかわ
らず, バリ島の文献と宗教と社会について, イン
ド文化との関連の下に確かで詳しい記述をまとめ
て, 協会の紀要に発表することができた (“Voor-
loopig Verslag van het Eiland Bali,” Verhandelingen
Bataviaasch Genootschap 22, 1849)｡ この報告の第
一部は直ちに英語に翻訳された (trans. Logan,
Journal of the Indian Archipelago and Eastern Asia 3,
1849. pp. 117-139, 235-250)｡ この時にフリーデ
リッヒが行った調査の結果, バリ島の暦法に関す
る資料に加え, 多くの写本が知られるようになっ
た｡
18) R. Friederich, “Voorloopig Verslag van het Eiland
Bali,” Verhandelingen Bataviaasch Genootschap 22,
1849, p. 43.
19) loc. cit.
は, 若い時から ｢インド文化が伝わった地域｣
(Greater India) に興味を抱いていたが23), 東京
で日仏学館の館長をしていた1928年に, ６月か
ら７月までバリ島に滞在してサンスクリット写
本を収集した｡
プダンダに会う度に, それぞれの家に伝わる
｢ヤシの葉の本｣ をあるだけ持って来させた｡
サンスクリットを知らないプダンダたちは表題
の同定さえできないので, 何でも手当たり次第
に届けさせて, 自分で実物を点検するしかなか
ったという｡ また, 時にはサンスクリットが朗
唱されるのを書き取ることもあった24)｡ このよ
うにして集めたサンスクリット写本を校訂して,
1933年にインドのバローダ (Baroda) で出版し
た25)｡
レヴィの校訂したテキスト集成は四部から成
る｡ そのうち第一部に付いた表題は 
	
(四つのヴェーダ)26)と 	

(?)27) である｡ 第二部には (讃歌) と
いう表題が付いていて, その内容は神々への讃
歌である｡ 第三部の表題は 

	
(ブ
ッダのヴェーダ) であり, ブダのプダンダが実
際に礼拝対象に語り掛ける言葉が収められてい
る｡ そして, 文法学のマニュアル28)や 『ラーマ
ーヤナ』 (
・
) の要約など29), 第四部に
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25) Sylvain , Sanskrit Texts from Bali, Gaekwad
Oriental Series 67, Baroda, 1933.
26) インド最古の文献は４種のヴェーダ (veda) で
あるが, これがいつの時代にかバリ島に伝わって
今も残っているというとんでもない噂が19世紀の
初めから流れていた｡ そして, 古代バリ文献学の
創始者とも言うべきフリーデリッヒさえ，それを
信じていた (Friederich, op. cit., p. 11-12)｡
やっと20世紀の20年代になって, ホーリスが始
めてこの噂を打ち消し, バリ島の人々が使う
“weda” という語は ｢秘密の呪文｣ を指すに過ぎ
ないことを明らかにした (Goris, op. cit., pp.
137-150: De Balineesche Weda’s)｡ レヴィは実物
を示して真相を明らかにしたことになる｡ ｢バリ
島の４ヴェーダ｣ は実はあるウパニシャッド
(upanis
・
ad) の抜粋に過ぎなかったのであり, イ
ンド最古の文献とは何の関係もなかったのである｡
27) このように祭儀に言及する文脈で “veda-pari-
krama” という表現が使われる例は, インドのサン
スクリット文献には見られない｡ レヴィは “veda-
parikrama” を “parikarman” (礼拝) の変形と見
るが (, op. cit., p. xviii), 思いつき以上のも
のではないし, 文脈にも合わない｡ “parikrama”
の基本的な意味 ｢段階を踏んで進むこと｣ を適用
して, “veda-parikrama” は ｢ヴェーダ賛歌を次々
に唱えること｣ と解すべきであろう｡
28) , op. ct., pp. 87-88: 
・
.
インド文法学 (
・
) では, 文表現の中
核は動作 () であると考えられている｡ そ
して ｢動作の主体｣ (kartr
・
) や ｢動作の対象｣
(karman) などが動作に関与すると考えられてい
る｡ ｢動作に関与するもの｣ を指す文法術語が
であり, このマニュアルの表題に見え
る｡ 多くの場合, ｢動作に関与するもの｣ を特定
するのは, 名詞に付く格語尾 (vibhakti) である｡
29) ibid. p. 93: caritra 
・

『ラーマーヤナ』 の要約には “caritra 
・

という表題が付いている｡ “caritra” という語は,
本来の意味が ｢行い｣ であるが, ｢ある人間の行
いを年代順に記述する作品｣/｢一代記｣ の意味で
(buddhacarita) の研究を進めた｡ これを機に仏教
に興味を懐くようになり, たびたびネパールで調
査を行って, 重要なサンスクリット写本を発見し，
仏教理論の基本マニュアルである 『ヴィンシャテ
ィカー』 (
・
/唯識二十頌) と 『トリンシ
カー』 (
・
/唯識三十頌) の校訂を出してい
る (Paris, 1925)｡
東京に滞在していた1927年に, 仏教百科事典
girin (法寶義林) の出版を企画した｡ 京都
の法宝義林研究所で, ドュルト (Hubert Durt)
の指導の下に, 75年後の現在も編纂作業が着実に
継続されている｡
1933年にナチが政権を取って以来, ドイツから
フランスへ逃げるユダヤ人が増えていったが, 高
齢のために体が衰弱していたにもかかわらず, レ
ヴィは自ら ｢イスラエル同盟｣ の会長になって,
気の毒な人々を助けるために寝食を忘れて奮闘し,
連絡会議で仲間と話し合っている最中に急に倒れ
て息を引き取った｡ 72歳であった｡
23) レヴィが学生であった頃のベルゲーニュは, ヴ
ェーダ研究のかたわら, インドシナで発見された
サンスクリットの写本や碑文の調査にかかわって
いたが, 仏教研究を通じて視野を広げたレヴィも,
｢インド文化が伝わった地域｣ に眼をを向けるよ
うになった｡ そして, 1899年にフランス極東学院
( !	"#	
$%&'	Orient) をハノイ
(Hanoi) に創設した｡
65歳にもなってレヴィがバリ島で調査しようと
決心したのは, ベルゲーニュの学生であった頃か
ら ｢インド文化が伝わった地域｣ への関心が変わ
ることなく持続していたからである｡
24) “
・

・
()と “
*!のテキストは,
朗読を聞かせられただけで, 写本を見ることはで
きなかった｡ 朗読したテキストについて, プダン
ダたちはおおまかな意味を説明することができた
という (, Sanskrit Texts from Bali, p. xxxii)｡
入れられているのは，儀礼と関係のない文献で
ある30)｡
バリ島に滞在したのが極めて短期間であった
ので, レヴィが目にした写本の数は限られ, し
ばしば推測でテキストを校訂している｡ 38年後
の1971年にホウドゥリアーン (T. Goudriaan)
とホーイカース (C. Hooykaas) はバリ島に伝
わるサンスクリット讃歌を総括的に研究して,
レヴィが集めた資料のうち讃歌部分を改めて検
討し, 数多くの写本を詳細に検討して, より正
しいテキストを復元している31)｡
レヴィがこの校訂本をインドで出版したのも,
イギリスのサンスクリット研究者トーマス (F.
W. Thomas) の協力を得て珍しく英語で序文を
書いたのも, インドのサンスクリット研究者た
ちに訴えて, バリ島に古くから伝わるサンスク
リット文化に関心を向けさせたかったからであ
る｡
バリ島やジャワ島に伝えられる古い文献の研
究を進めるには, インドで訓練を受けた古典研
究者の協力なしには不可能であると考えていた
のである｡ この点についてはすでにベイク (A.
A. Bake) の力説する所であり, この分野でか
けがえのない貢献をすべく, インドのサンスク
リット研究者が古代ジャワ語とオランダ語を学
ぶことを強く期待している32)｡
Ａ3
シワとブダ
さて, バリ島のプダンダには二つのグループ
がある｡ 一つは“シワのプダンダ”(


siwa) と呼ばれる多数派であり, もう一つは
ブダのプダンダ”(

buda) と呼ばれる
少数派である｡ バリの “siwa” と “buda” は,
それぞれサンスクリットの 	
と “buddha”
がバリ語の音韻体系の中で変化した語形である｡
シワのプダンダは長髪を結って結い目に花を
挿すが, これと違ってブダのプダンダは, 髪を
短く刈って両耳に花を付けるので, すぐに見分
けることができる｡ また, シワのプダンダと同
じように, ブダのプダンダも自由に妻を娶るこ
とができる｡ ただし, 女のプダンダ (


istri) はプダンダとしか結婚できない (istri ＜
	)33)｡ 1972年の報告によると, シワのプダン
ダは200人ほどで, ブダのプダンダは20人余り
いる34)｡
結婚ができるということだけを考えても, ブ
ダのプダンダは男も女も仏教の出家者 (bhiks
・
u/

	
・

・
) とは何の関係もなく, 仏教の教団法
(vinaya)35) とは全く無縁の生活を送っている｡
教団法が機能していないのであるから, バリ島
には出家者の共同体 (sam
・
gha) は存在しない36)｡
プダンダ・ブダ”を自称しながらも, 仏教の
基本的制度と無関係に生活しているのである｡
19世紀の初めバリ島の北部を調査したクロー
ファード (John Crawfurd)37) によると, ブダの
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33) Cambell, op. cit., pp. 30-31.
34) T. Goudriaan & C. Hooykaas, op. cit., p. 5.
35) 小林信彦, ｢教団法 (戒律) と心掛け (戒)
日本人の気づかなかった区別 ｣, 『桃山学院大学
総合研究所紀要』 25.2, 2000, pp. 35-50.
36) もっとも, “sam
・
gha” という言葉そのものは伝
わっていて, 現代バリ語で “sanggah” と言い,
｢敷地内の祠｣ の意味で用いられる (J. Echols &
H. Shadily , An Indonesian-English Dictionary ,
Ithaca & London, 1989, p. 480: sanggah１ [Bali]
house-shrine)｡ この ｢敷地内の祠｣ は, それぞれ
の家で敷地の東北部に設けられて祖先の霊が祀ら
れる｡
37) クローファードは, 1814年にバリ島北岸の港町
ブレレン (Buleleng) にほんの少し滞在して地元
も用いられる｡ “caritra 
・
という表現は,
｢『ラーマーヤナ』 という一代記｣ を意味すること
になるが, 真正なサンスクリットでは “
・

caritra” となるはずである｡ 前分と後分が同格の
関係にある場合も, バリ語のシンタックスの影響
を受けて語順が逆転することがある｡
30) 『ラーマーヤナ』 と関連して, 第四部に入れら
れているテキストで興味深いのは, 『マハーバー
ラタ』 () の冒頭詩節である｡ 古代ジ
ャワ語で要約されたこの叙事詩は, 各巻の冒頭に
サンスクリットで数詩節が添えられている｡ レヴ
ィ校訂本には四つの巻 (parvan) の冒頭に置かれ
たサンスクリット詩節が収められている (
,


・
, 	
・
, 		)｡
31) T. Goudriaan & C. Hooykaas, Stuti and Stava
(Bauddha, and Vais
・
n
・
ava) of Balinese Brah-
man Priests, Amasterdam, 1971.
32) A. A. Bake, “Java and Bali,” Journal of the Asiatic
Society of Bengal 22, 1926, pp. 351-352.
プダンダが人々に蔑まれているという38)｡ とこ
ろが, フリーデリッヒの報告では, 少なくとも
島の南部で聞いたところでは, そういうことは
ないという｡ そして, シワの信奉者に禁じられ
ている肉食をすることがあっても, 人々は咎め
立てることがないという39)｡
シワのプダンダとブダのプダンダがいっしょ
に仕事をすることもある｡ 大規模な祭儀に際に
はシワのプダンダは四人が参加して四つの方角
を担当し, ブダのプダンダは一人が参加して南
の方角を担当する40)｡ 200人対20人という人数
の比率を考えれば, 差別待遇というほどのこと
はあるまい｡ とにかく, 共同で儀式を執行でき
る以上, 二つのグループは対立関係にあるとは
言えない｡“ブダはシワの一番下の弟である”
と信じられているのである41)｡
レヴィがバリ島で収集した写本の中に, 仏教
の伝承を受け継ぐものが含まれている｡ ブダの
プダンダからも写本を見せて貰っているのであ
る｡ レヴィ校訂本の第三部は“ブッダのウェー
ダ”(buddha-veda)42) という題が付けられてい
て, ブダのプダンダが礼拝の対象になっている
ものが取り上げられ, ｢五人のブッダ｣ (
	)43) を讃える言葉44)やアヴァローキテー
シュヴァラ (

) を讃える言葉が収
められている45)｡
さらに, レヴィ校訂本の第二部46) ｢讃歌｣
(stotra) に集められているのは, ｢シワのプダ
ンダ｣ の歌である｡ ところが, そこには仏教の
礼拝対象を讃える歌も見られる｡ ｢15のヴァジ
ュラ・デーヴァターへの讃歌｣ (


)47)や ｢ヴァジュラーナラへの讃歌｣
(
stuti)48) など, インドのシヴァ教でな
ら唱えるはずのないものである｡
Ａ4
象徴を用いる方法
世界を破壊し生み出す最高神への帰依を説く
シヴァ教は49), 最高神の存在を認めない異端の
仏教と折り合う余地が全くない｡ しかしながら,
プダンダがサンスクリットを理解しなくなった
背景からも知られるように, バリ島では原理が
重んじられることがなく, 自派のドグマに固執
することがない｡ それに, 実際の儀礼を行う際
にシワのプダンダもブダのプダンダも同じ方法
をとっているのである｡ それは象徴を用いる方
法である｡
人間が考え出した究極のものは, 姿も形もな
いので極めて扱いにくいものである｡ そこで,
対応する象徴記号を設定して, これを操作する
ことによって究極存在に対処する方法が考え出
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45) ibid., p. 79, l. 22 ～ p. 80, l. 24: 




46) ibid., pp. 35-70: stotra.
47) ibid., pp. 44-45: 

.
48) ibid., pp. 53-54: 
.
49) インドのシヴァには互いに矛盾する二つの起源
が知られている｡ 一つはヴェーダに遡る暴れ神ル
ドラ (rudra) であり, もう一つはアーリャ人侵
入以前に遡る豊饒の神である｡ ルドラの後裔とし
ての凶暴なシヴァは, すべてを破壊する死そのも
のであり, 骸骨を身につけて徘徊する｡ シヴァは
異形の苦行者であり, ヒマラヤ (	) の山
腹で虎の皮に座って瞑想に耽る｡ そして, この瞑
想から世界が展開する｡
このように, 別系統の文化伝承を受けて, もの
を生み出し世界を作り出そうという意欲がシヴァ
にあり, 豊饒を象徴するリンガ (lin・ga) の形をと
って人々に礼拝される｡ リンガ礼拝の習慣はイン
ド文明そのものよりも古く, モヘンジョダロ
(mohenjodaro) に溯るようで, 紀元前後に正統宗
教に取り込まれたらしい｡
の有力者と祭儀専門家から情報を得た｡ 信頼性に
乏しく，わずかな情報ではあったが, これがバリ
島の文化に関する研究の貴重な第一歩となった｡
38) Crawfurd, “The Existence of the Hindu Religion
in the Island of Bali,” Asiatick Research 13, Calcut-
ta, 1820, pp. 128-170.
39) Friederich, op. cit., p. 29.
40) 
, op. cit., pp. xiii-xiv.
41) Friederich, op. cit., loc. cit.
42) 
, op. cit., pp. 73-83: buddhaveda.
43) 仏教タントリズムでは真理が神格化され,“マ
ハーヴァーイローチャナ”という名のブッダとし
て扱われる｡ このマハーヴァーイローチャナに属
する四つの機能を具現する存在として, 四つのブ
ッダが構想された｡ これにマハーヴァーイローチ
ャナを加えた五人のブッダ (-buddha) は,
仏教タントリズムで最も重要な礼拝対象とされて
いる｡
44) 
, op. cit., p. 76, l. 10 ～ p. 77, l.21: 
	
.
された｡ インドでは人間の行い (karman) が
三つの局面でとらえられていて, 身体を動かす
ことだけでなく, 心で思うことも言葉を発する
ことも行いと考えられているので, 象徴操作も
三つの局面で行われる｡ 手を動かして指サイン
()50) を作り, 図形象徴 (yantra) を心に
浮かべて, 音声象徴 (mantra) を口にする｡ 音
声象徴の基本形は
・
や
・
や
・
などの単音
節であり, 図形象徴の基本形は点や線や丸など
である｡ このような象徴を用いて究極の存在や
究極の真理に対処する方法の体系を“タントリ
ズム”(tantrism)51) と言う｡
７世紀以後のインドでは, シヴァ教やヴィシ
ュヌ教のような正統宗教だけでなく, 異端の仏
教も急速にタトリズムの色彩を強めていった｡
そして, この風潮はインド中に広がっただけで
なく, インド文化が伝わった他の地域にも及ん
だと言われる｡ もっとも, レヴィの集めた写本
に見る限り, インドのタントリズムで象徴記号
は究極目的を達成するための手段であるが, バ
リ島では人間を越えたものを動かす手段として
使われる｡ バリ島で行われているのは, シヴァ
教の装いをつけた呪術であり, 仏教の装いをつ
けた呪術である｡
レヴィが見つけた写本の中に ｢太陽礼拝｣
(	
sevana) という表題の讃歌がある52)｡ 確
かにインドの文献に基づきながらも53), バリ島
ではシワを讃える讃歌として使われているので
ある｡ ここで礼拝対象は単なる天体ではなく,
太陽の姿をとった最高神シワである｡ そして,
プダンダは ｢太陽礼拝｣ の際にいろんな指サイ
ンをしてシワと同一化するが, これは仏教でヴ
ァーイローチャナ (vairocana) と同一化する方
法54)と同じである｡ バリ島でシヴァ信仰が独特
バリ島に伝わるサンスクリット文献 155
52) , op. cit., pp. 65-66: 	.
raktavarn
・
a
・
｜

・

・

・
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・
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・
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dvibhujam
・
ekavaktram
・
ca saumyapan・kaja-
dhr
・
tkaram｜
varttule tejobimbe tu madhyastham
・
rakta-
‖
53) シェジ (	) が 『シャクンタラー』
() のベンガル本を校訂した際に, 参照
した写本の中にこの賛歌を見つけて (, op. cit.,
p. xxix), 校訂本の注に出している (Le Recon-
naissance de Sacountala, Paris, 1830, pp. 274-275)｡
レヴィがバリ島で見つけたのとは多くの点で異な
るが, バリ写本がインドに起源があることを裏付
けるには十分である ｡
54) 仏教では限りなく ｢轉生｣ を繰り返して努力を
重ねることによって, 遥か未来にやっとブッダに
なれる｡ シャーキャ・ブッダ以後は誰もブッダに
なった者がいないし, この後も１億年や10億年く
らい経ったところでブッダになる者はいないので
ある｡ この非能率な方法に見切りをつけたのが仏
教タントリズムであり, 新しい方法を開発するに
当たって使われたのは, ｢真理を身体とするブッ
ダ｣ (dharma-	) の構想である｡
仏教では生物学的存在としてのブッダから切り
離されて, ｢真理を身体とするブッダ｣ が構想さ
れた｡ 蛋白質や脂肪から構成される身体ではなく,
真理から成る身体が考え出されたのである｡ 真理
が擬人化されてブッダに見立てられたと言えよう｡
仏教のタントリズムに登場する ｢真理を身体と
するブッダ｣ は,“マハーヴァーイローチャナ”
() と呼ばれる｡ ｢偉大な太陽｣ と
いう意味であり, 中国では“大日”と訳されてい
る｡ ひたすらマハーヴァーイローチャナを真似る
ことによって, マハーヴァーイローチャナそのも
のになろうとする｡ マハーヴァーイローチャナは
ブッダであるので, これに成功すれば ｢ブッダに
50) P. de Kat Angelino,  !"#$auf Bali, Hagen/
Darmstadt, 1923.
A. J. D. Campbell,  !"#$, the Ritual Handposes
of the Buddha and the Shiva Priests of Bali, London,
1925.
51) 古典時代のインドでは二種類の宗教文献が作ら
れた｡ 神話と伝説を中心に神について語る文献群
が一方にあり,“プラーナ”(
・
) と呼ばれる｡
そして，象徴記号と儀礼に関する専門的な知識を
伝える文献群が他方にあり,“タントラ”(tantra)
と呼ばれる｡
タントラ文献の内容は, 正式に入門儀式を終え
た者だけが師匠 (guru) から教わるべきものであ
り, 弟子 (
・
	) でない者には伝えてはならな
い ｢秘密｣ (guhya) である｡ サンスクリット名詞
“tantra” を基に, “tantrism” という語が作られた｡
サンスクリットの “tantra” は動詞語根 “tan”
(延ばす) に ｢用具｣ を指す接尾辞 “tra” を付け
て形成した語であり，本来は ｢延ばす用具｣ を指
す｡ ｢縦糸を延ばす装置｣/｢織り機｣ を意味する
用法が成立し，｢[織り機の上で延ばされるべき]
縦糸｣ も指すようになった｡ 次に抽象的な意味で
使われる用法もできて，｢[体系の]枠組み｣ さら
に ｢枠組みを記述する文献｣ を指すようにもなっ
た｡ そして，タントリズムの文献もよく “tantra”
と呼ばれる｡
の展開を見せるなかで, 仏教タントリズムの影
響を受けて独自のシワ礼拝が成立したのであろ
うか｡
ホーリス (Roelof Goris 1898-1965)55) によ
ると, バリ島に伝わる ｢太陽礼拝｣ のテキスト
は, 一応はインドのプラーナ文献56)に従いなが
らも, そこにしばしば挿入されるヴェーダ讃歌
が欠けている57)｡ その代わりにシヴァを讃える
インド呪文が唱えられるのであるが, バリ島で
作られた詩節が用いられることもある｡
インドではシヴァと一体化することがいにし
えの学者が伝える建前であるにしても, 現代の
シヴァ教信者はひたすらシヴァを崇め奉るだけ
で, 自分が最高神になるなどという畏れ多いこ
とは考えない58)｡ ところが, バリ島のプダンダ
には儀式の際にシワになった自覚があると言
う59)｡ インド古来の理論伝承がバリ島で奇跡的
に保持されているというよりも, 仏教タントリ
ズムのパフォーマンスが太陽と同一視されたシ
ワの儀式に転用されたのであろうか｡
Ａ5
同じ目標と同じ方法
バリ島にはシヴァ教と仏教が伝わったと言わ
れているが, 人々はおおらかであったし, プダ
ンダたちも原理にこだわることがなかったらし
く, シワのプダンダにとってもブダのプダンダ
にとっても, シワもブダも最高神の一形態に過
ぎなかったようである｡ バリ島で伝えられてい
るシヴァ教と仏教は, 礼拝対象の名前と呪文に
用いる象徴記号が異なるにすぎない｡ しかも,
礼拝対象の名前や呪文さえ混同されることがし
ばしばある｡
このことについて “syncretism” という語を
用いるのは論外であり, これに代えてホンダ
(Jan Gonda 1905-1991)60) は “Koalition” という
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58) 高島淳, ｢ヒンドゥー文化としてのバリ｣, 『神々
の島バリ』, 東京, 1994, p. 66.
59) loc. cit.
60) ケルンの成功のお陰で, サンスクリットの専門
家が古代ジャワも併せて研究するというオランダ
特有の学風が生まれた｡ そして1930年代になると,
この学風を最も目覚ましく実現する人物としてホ
ンダがユトレヒト (Utrecht) に現れた｡
1905年に西オランダのホウダ (Gouda) に生ま
れ, ユトレヒト大学で印欧比較言語学を専攻した｡
印欧祖語 “deik” () の語義を研究して1927
年に学位を得た｡ 1933年に同大学のサンスクリッ
ト講座の教授に就任し, 併せて印欧比較言語学と
アヴェスタ語と古代ジャワ語の講座を兼担した｡
さらにはカーラント (Willem Caland 1859-1932)
が創設したユトレヒト大学東洋言語研究所の所長
なる｣ という仏教の究極目標が達成される｡
｢偉大な太陽｣ を象徴する音声を発し, ｢偉大な
太陽｣ を象徴する形に指を整え, さらに ｢偉大な
太陽｣ を象徴する図形を心に浮かべるのである｡
これがインドの仏教タントリズムで行われる象徴
操作である｡
55) 古代バリ語文献の研究史で, ホーリスはフリー
デリッヒの後継者というべき立場にある｡ 北オラ
ンダのクロメニー (Krommenie) に生まれて, レ
イデン大学に学び, ｢初期のジャワとバリの宗教
理論｣ について研究して，1926年に学位を取得し
た (Bijdrage tot de kennis der Oud-Javaansche en
Baliseesche theologie, Leiden, 1926)｡
翌年の1937年には研究公務員としてオランダ領
東インドに赴任し, 日本軍に抑留されていた数年
を除いて, 30年以上にもわたってバリ島で研究と
調査に従事し, その論文目録から知られるように,
膨大な数の研究成果を世に出した｡
フリーデリッヒの後継者というべき立場にあっ
ただけに, この優れた先人の犯した誤りについて
は厳しい批判者であった｡ ｢バリ島に伝えられる
四つのヴェーダ｣ という長年の風説をフリーデリ
ッヒは積極的に支持したが, ゴーリスは正しく推
論を行ってこれが幻想に過ぎないことを明らかに
した｡ そして, フリーデリッヒと違ってゴーリス
は考古学と碑文学を古代バリ文化の研究に導入し,
そのお陰でバリ島の固有文化と外来文化との関係
がより明確になった｡
バリ島の文化に興味を抱いたオランダ人は数多
くいたが, ホーリスほどこの島に愛着を覚えた人
はいなかった｡ 独立後には国籍を得てインドネシ
ア共和国の国民となり, 1965年にバリ島のデン・
パサル (Den Pasar) で死んだ｡
56) インドで ｢プラーナ｣ (	
・
[	]) と
は ｢昔の物語｣ ということであるが, 単に人々の
楽しみのために語られた昔話ではなく, ヒンドゥ
ーにとって究極の聖典であり, 神に関する知識と
宗教的情熱の源泉である｡ 世界の創造に始まり,
神々と王家の系譜が語られ, 祭事や礼拝の詳細に
も話が及ぶ｡ 大乗仏教の経典との類似から推察し
て, 最も古いプラーナは１世紀には存在したらし
い｡ 18点のプラーナが知られていている｡
57) Goris, Bijdrage tot de Kennis der Oud-Javaan-
sche en Balineesche Theologie, Leiden, 1926, pp. 4-
語を用いるが61), やはりバリ島の状況に適当な
表現とは言えない｡ Koalition が成り立つには
互いに異なる二つのものの存在を前提とするが，
バリ島でシワのプダンダとブダのプダンダは，
世界認識を異にするわけではないし，目的を達
成する方法が違うわけでもない｡
ハリアティ・スバディオ (Hariati Soebadio)
は ｢異なる方法を用いて同一の究極目標に達し
ようとする努力｣ と理解する62)｡ しかしながら,
目標だけではなく方法も実は同じである｡ 呪文
や呪術執行の手順が就いた師匠によって異なる
ことはあっても，それを使う場面や使い方に違
いがあるわけではない｡ それに, このような形
式の違いですら大して気にすることなく，それ
ぞれのグループに伝わるはずの呪文を互いによ
く取り違える｡
少なくとも, 礼拝対象が違うからには, 唱え
る讃歌は別のものであるはずであるが, この点
ですらバリ人は実にいいかげんである｡ もしシ
ワがシヴァ教のシヴァに当たり, ブダが仏教の
ブッダに当たるなら, ｢火の神アグニへの讃歌｣
(agni-stuti) は, 礼拝対象から見てブダのプダ
ンダが唱えるはずがない63)｡ ところが, レヴィ
校訂本に採られた ｢火の神アグニへの讃歌｣ の
うち, ２詩節がブダのプダンダの持ち分として
も扱われているのである64)｡ そして ｢先祖[の
霊]への讃歌｣ (pitr
・
-stava) も, 仏教でなら使わ
れるはずのないものであるが65), バリ島では詩
節の一つがブダのプダンダの持ち分としても扱
われている66)｡ ブダのプダンダが伝える讃歌の
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63) ヴェーダ時代のインドで, 火の神アグニはイン
ドラに次いで重要な神であった｡ 供物を天に運ぶ
アグニは, 神と人間の仲介者であり, 祭儀の際に
火を扱う祭官たちの神であった｡ いつも竈にいる
アグニは家庭の神であった｡ 稲妻の姿をとって空
にもいる｡ アグニはどこにもいるのである｡
四つの方角を担当する ｢世界の守護神｣ (loka-
) が増員され, 後には東南を担当するアグニ
や西南の守る太陽神などが加えらた｡ 火の神アグ
ニは叙事詩でまだ健在であるが, やがて重視され
なくなる｡ 罪を消し望みを叶えるために, 後代に
なっても人々は太陽神スーリャを礼拝し続けたが，
これはいわばヒンドゥー社会の習俗となったので
あり，シヴァ教のような特定の強力な宗教に組み
込まれることはなかった｡
64) , op. cit., p. 35, ll. 1-14: agnistuti (＝ ibid.,
p. 83, ll. 1-4: buddhaveda).
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65) ヒンドゥーの宗教では, 正しい儀礼を行って死
人が焼かれると, その霊魂は“ピトリ”(pitr
・
) と
呼ばれて人々の礼拝を受ける｡ ピトリは不死であ
り, 神々の輝かしい生活の分け前に与かる｡ 神と
同じ資格を与えられるのである｡
結婚して一家を構えるヒンドゥーにとって, 祖
先の霊魂を祭ることは欠かせない重要な義務であ
り, 水と握り飯 (pin
・
d
・
a) を日ごとに供え,“シュ
ラーッダ”(
) と呼ばれる儀式を定期的に
行う｡ これはヒンドゥーの間で行われている習慣
であり, 仏教文献で取り上げることはない｡
66) , op. cit., p. 45, ll. 18-19: pitr
・
stava (＝ p. 83,
ll. 23-24: buddhaveda).
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でもあった｡
｢大学者たちの時代｣ を継承する力量の持ち主
であると同時に, 恐るべき広範囲にわたる知識に
基づいて実証的な研究を続け, ホンダは非ヨーロ
ッパ文化に対するヨーロッパ人の偏見を克服しよ
うと努力した｡ こうして, 1975年に退職するまで
42年にわたって超人的な活動を続け, 700点以上
の論文を執筆し, 熱心に教育活動を行って優れた
人材を数多く育てた｡
サンスクリット研究の成果はあまりにも多いが,
主著と呼ぶべきものがあるとすれば, 二冊本 Die
Religionen Indiens (Stuttgart, 1960-1963) が挙げ
られよう｡ この大著の基になった !・"#$tot het
indische denken (Antwerpen, 1948) は, 鎧淳の
行き届いた訳によって日本でもよく読まれている
(『インド思想史』 [岩波文庫], 東京, 2002)｡
古代ジャワ語文献研究の分野でも発表論文は数
え切れないが, 初期の業績としては, 『マハーバ
ーラタ』 (	
) の研究の外に, 『プラー
ナ』 (

・
) の研究があり (Het Oud-Javaansche
%&'()*'(
・
"
・
(+,-&'(
・
(, proza-tekst en kakawin, Ban-
doeng, 1932), ジャワのサンスクリットに関する
包括的な研究成果としては Sanskrit in Indonesia
(Nagpur, 1952) がある｡
61) Gonda, “.in Indonesien,” Wiener Zeitschrift
/0&die Kunde 10"(2# 214, 1970, p. 28.
62) Hariati Soebadio, 34'((2#"")'(5(, The Hague,
1971, p. 57.
中に, シワのプダンダが伝える讃歌の一部が紛
れ込んでいるのである｡
さらに, ヤジュル・ヴェーダのブッダ讃歌”
(yajurveda-buddha-stuti) という表題の付いた
文献がバリ島に伝わっている67)｡ インドで 『ヤ
ジュル・ヴェーダ』 (yajur-veda) は, 四ヴェー
ダ (catur-veda) の一つであり, インド正統宗
教の神聖文献である｡ 異端の仏教とこれほど無
縁なものはなく, インド文化の立場から見れば,
ヤジュル・ヴェーダのブッダ讃歌”という表
題そのものが矛盾と混乱以外の何ものでもない｡
この奇想天外な表題こそ, まさにバリ島の奇
想天外な宗教事情を如実に反映するものであろ
う｡ ｢ヤジュル・ヴェーダのブッダ讃歌｣ で詠
われているように, バリ島で活躍するブダのプ
ダンダたちは, シワに内在すると言われる音節
“om” (pran
・
ava)68) を貴びつつ, そしてブラフマ
(brahma/brahman) とウィスヌ (wisnu/vis
・
n
・
u)
とシワ (siwa/) を崇めつつ, 仏教の象徴音
節を呪文 (mantra) として用いるのである｡
インド人にとっては, ｢ブッダになって転生
の苦しみから解放されること｣ と ｢一途に最高
神に縋って転生の苦しみから解放されること｣
は, 全く体系を異にするプロセスであり, この
二つの体系に同じ者が同時に係わることなどあ
りえない｡
シヴァ教と仏教は同じように ｢転生の苦しみ
から解放されること｣ を究極の目標としながら
も，それを達成する方法が全く異なる｡ 最高神
の存在を当然の前提としてシヴァ教は組み立て
られているのに，最高神の否定を前提にして仏
教で世界観は構想されている｡
ところが，バリ島ではシワ教とブダ教の二つ
がそれぞれ独立して存在しているわけではない｡
これではシワ教でシヴァ教の目指すことは達成
されず，ブダ教で仏教の目指すことは達成でき
ない｡ バリの人々は本気で ｢転生からの解放｣
を目指しているのであろうか｡ そもそも ｢転生｣
を信じているのであろうか｡
レヴィが集めた文献から見る限り, バリ島は
インド文化圏の飛び地などではなく, それどこ
ろかインド文化圏の常識が全く通用しない所で
ある｡
(つづく)
学術振興会の助成による特定領域研
究 ｢現代インドネシア社会におけるイ
ンド文化の受容｣ (代表: 小池誠)
この報告は上記共同研究の成果の一部であり (平
成12-13年度分担： ｢インド文化受容に関する文献学
研究｣)，平成13年３月に学術振興会に提出した文書
に修正を加えたものである｡
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から謝意を表したい。
67) ibid., p. 48: 	

68) Goris, op. ct., 1926, pp. 55-56: pran
・
awa.
